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	応用
	抗原情報
	背景
	MAPキナーゼ相互作用セリン/スレオニンキナーゼ1（MKNK1） Homo sapiens この遺伝子は、ERK1およびp38ミトゲン活性化プロテインキナーゼと相互作用し、それらによって活性化されるSer/Thrプロテインキナーゼをコードしており、環境ストレスやサイトカインへの応答において役割を果たす可能性がある。また、このキナーゼは、eIF4GのC末端領域との相互作用を介してeIF4Eをリン酸化することで転写を調節する可能性がある。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが知られている。[RefSeq提供、2012年1月]、触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質、補因子：マグネシウム、酵素制御：p38キナーゼおよびErk経路のキナーゼによってリン酸化および活性化される、機能：環境ストレスやサイトカインへの応答において役割を果たす可能性がある。 EIF4Eをリン酸化することで転写を制御し、7-メチルグアノシン含有mRNAキャップに対するこのタンパク質の親和性を高めると考えられています。,PTM：Thr-250とThr-255の二重リン酸化はキナーゼを活性化します。Thr-385のリン酸化はキナーゼを活性化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：EIF4G1およびEIF4G2のC末端領域と相互作用します。また、脱リン酸化ERK1、ERK2、およびp38キナーゼにも結合します。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;インスリン受容体;
	画像データ
	

	MNK1（リン酸化Thr255）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	アドリアマイシン0.5ug/mlで24時間処理したHeLa細胞のライセートを、MNK1（リン酸化Thr255）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

